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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インタラクティブ音声広告を音声ネットワークのユーザーに提示する方法であって、
　インタラクティブ音声広告交換局の広告選択ユニットが、ユーザーが信号応答をユーザ
ー・デバイスから受信システムに送り、前記受信システムによってユーザー・デバイスが
保留状態に置かれた後で、保留時間と前記信号応答に関連するパラメーターとを前記受信
システムから受け取るステップと、
　前記インタラクティブ音声広告交換局の前記広告選択ユニットが、前記保留時間と前記
パラメーターとに基づいて、音声メッセージと、前記ユーザーが前記音声メッセージとど
のように相互作用できるかを指令するアプリケーションとを選択するステップと、
　前記インタラクティブ音声広告交換局の前記広告選択ユニットが、前記音声メッセージ
と前記アプリケーションとを前記受信システムに送り、前記受信システムが前記音声メッ
セージを前記ユーザー・デバイスに送り前記アプリケーションを前記保留時間の少なくと
も一部の間実行するようにするステップであって、前記インタラクティブ音声広告は前記
音声メッセージと前記アプリケーションとを含む、ステップと、
　前記インタラクティブ音声広告交換局の前記広告選択ユニットが、前記アプリケーショ
ンにおいて広告主に対して直接に行われた逆アクセスをプロキシ・アクセスと置き換える
ことによって前記アプリケーションを前処理するステップと、
を含む、方法。
【請求項２】
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　請求項１記載の方法において、前記受信システムはコール・センターの制御ユニットを
含む、方法。
【請求項３】
　請求項２記載の方法において、前記パラメーターは前記コール・センターによって提供
されるサービスの識別子を含む、方法。
【請求項４】
請求項１記載の方法において、前記パラメーターは前記信号応答を含む、方法。
【請求項５】
　請求項１記載の方法において、前記アプリケーションは音声拡張可能マークアップ言語
ファイルを含む、方法。
【請求項６】
　請求項１記載の方法において、前記アプリケーションは音声アプリケーション言語タグ
・ファイルを含む、方法。
【請求項７】
　請求項１記載の方法において、前記音声メッセージと前記アプリケーションとを選択す
るステップは、
　前記インタラクティブ音声広告交換局の広告記憶ユニットが、前記ユーザー・デバイス
が保留状態に置かれる前に、１又は複数の広告主から１又は複数の広告キャンペーンを受
け取り、前記１又は複数の広告キャンペーンを記憶するステップであって、前記記憶され
た１又は複数の広告キャンペーンはそれぞれが記憶されている音声メッセージと記憶され
ているアプリケーションと記憶されている一致条件と記憶されている指値とを含む、ステ
ップと、
　前記インタラクティブ音声広告交換局の前記広告選択ユニットが、前記ユーザー・デバ
イスが保留状態に置かれた後に、前記保留時間と前記パラメーターとを前記記憶されてい
る１又は複数の広告キャンペーンのそれぞれの記憶されている一致条件と相関させること
により、１又は複数の関連のある広告キャンペーンを前記記憶されている１又は複数の広
告キャンペーンから選択し、前記選択された１又は複数の関連のある広告キャンペーンの
それぞれの記憶されている指値を用いて競争入札を実行するステップと、
　前記インタラクティブ音声広告交換局の前記広告選択ユニットが、記憶されている音声
メッセージの中で前記競争入札からの選択された指値に対応するものを音声メッセージと
して選択し、記憶されているアプリケーションの中で前記選択された指値に対応するもの
をアプリケーションとして選択するステップと、
を含む、方法。
【請求項８】
　請求項７記載の方法において、前記選択された指値は、前記ユーザー・デバイスが前記
音声メッセージを送られた場合に前記選択された指値を送った広告主によって支払われる
第１の金額と、前記ユーザー・デバイスが前記音声メッセージに応答する場合に前記広告
主によって支払われる第２の金額とを含む、方法。
【請求項９】
　請求項８記載の方法であって、前記インタラクティブ音声広告交換局が、前記ユーザー
・デバイスが前記音声メッセージを送られたときに前記第１の金額の第１の請求書を前記
広告主に送るステップと、前記インタラクティブ音声広告交換局が、前記ユーザー・デバ
イスが前記音声メッセージに応答したときに前記第２の金額の第２の請求書を前記広告主
に送るステップと、を更に含む、方法。
【請求項１０】
　請求項１記載の方法であって、前記インタラクティブ音声広告交換局の前記広告選択ユ
ニットが、発行者詐欺が生じているか否かを判断するため、前記パラメーター及び前記保
留時間を前記受信システムから受け取られた以前のパラメーター及び保留時間と比較する
ステップを更に備えている、方法。
【請求項１１】



(3) JP 5588429 B2 2014.9.10

10

20

30

40

50

　インタラクティブ音声広告を音声ネットワークのユーザーに提示する方法であって、
　インタラクティブ音声広告交換局の広告選択ユニットが、ユーザーが信号応答をユーザ
ー・デバイスから受信システムに送り、前記ユーザー・デバイスが前記受信システムによ
って保留状態に置かれた後で、保留時間と前記信号応答に関連するパラメーターとを前記
受信システムから受け取るステップと、
　前記インタラクティブ音声広告交換局の前記広告選択ユニットが、前記保留時間と前記
パラメーターとに基づいて、音声メッセージと、どのように前記ユーザーが前記音声メッ
セージと相互作用できるかを指令するアプリケーションとを選択するステップと、
　前記受信システムから前記ユーザー・デバイスへの接続を受け取るステップと、
　前記受信システムが、前記接続を用いて前記音声メッセージを前記ユーザー・デバイス
に送り、前記保留時間の少なくとも一部の間前記アプリケーションを実行するステップで
あって、前記インタラクティブ音声広告は前記音声メッセージと前記アプリケーションと
を含む、ステップと、
　前記インタラクティブ音声広告交換局の前記広告選択ユニットが、前記アプリケーショ
ンにおいて広告主に対して直接に行われた逆アクセスをプロキシ・アクセスと置き換える
ことによって前記アプリケーションを前処理するステップと、
を含む、方法。
【請求項１２】
　請求項１１記載の方法であって、前記受信システムが、前記ユーザー・デバイスから応
答を受け取り前記アプリケーションに従って前記応答を処理するステップを更に含む、方
法。
【請求項１３】
　請求項１２記載の方法において、前記応答は音声応答を含む、方法。
【請求項１４】
　インタラクティブ音声広告交換局であって、
　１又は複数のインタラクティブ音声広告を１又は複数の広告主システムから受け取る広
告記憶ユニットと、
　前記広告記憶ユニットに接続されている広告選択ユニットであって、
　　ユーザーが信号応答をユーザー・デバイスから受信システムに送り前記ユーザー・デ
バイスが受信システムによって保留状態に置かれた後で、保留時間と信号応答に関連する
パラメーターとを受信システムから受け取り、
　　前記保留時間及び前記パラメーターと相関する１又は複数のインタラクティブ音声広
告を前記広告記憶ユニットから選択し、
　　前記選択された１又は複数のインタラクティブ音声広告を用いて競争入札を実行し、
　　前記競争入札からインタラクティブ音声広告を選択し、
　　音声メッセージと、どのように前記ユーザー・デバイスが前記選択されたインタラク
ティブ音声広告からの前記音声メッセージと相互作用するかを指令するアプリケーション
とを、前記受信システムに送る、広告選択ユニットと、
　前記広告選択ユニットと広告主とに接続されており、本来前記広告主が意図されていた
が前記アプリケーションの前処理中に前記広告選択ユニットによって置き換えられた前記
アプリケーションにおける前記受信システムからのアクセスを受け入れる転送ユニットと
、
を備えている、インタラクティブ音声広告交換局。
【請求項１５】
　請求項１４記載のインタラクティブ音声広告交換局であって、前記広告選択ユニットに
接続されている音声分析及び認識ユニットを更に備えている、インタラクティブ音声広告
交換局。
【請求項１６】
　請求項１５記載のインタラクティブ音声広告交換局において、前記パラメーターは前記
信号応答を含んでおり、前記音声分析及び認識ユニットは前記信号応答をテキストに変換
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する、インタラクティブ音声広告交換局。
【請求項１７】
　請求項１５記載のインタラクティブ音声広告交換局において、前記パラメーターは前記
信号応答を含んでおり、前記音声分析及び認識ユニットは、前記信号応答をテキストに変
換することなく前記信号応答から個人的パラメーターを決定する、インタラクティブ音声
広告交換局。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　[0001]　多くの業務では、コール・センターを用いて顧客の質問、情報の要求、および
不平に答えている。コール・センターは、通例、整列メカニズムを採用して、少数の顧客
サービス代理人が、遥かに多数の通話者からの要求に答えることができるようになってい
る。通話者がコール・センターのキューに追加されると、この通話者は、顧客サービス代
理人に繋がるまで待ち状態に置かれる。
【０００２】
　[0002]　待ち時間をもっと楽しくするために、コール・センターの中には、音楽を演奏
する、または待ち時間の間キューにおける通話者の位置に関するメッセージを出すところ
もある。他のコール・センターでは、予め記録されているメッセージを再生することによ
って、待ち時間を一層効果的に用いようとするところもある。これらのメッセージは、通
話者が要求することが多い共通の情報を含むことができる。また、これらのメッセージは
広告を含むこともできる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　[0003]　待ち時間中の通話者に、予め記録されている広告を再生することは、コール・
センターを用いる業務には特に有利となることができる。待ち時間の体験を改善すること
に加えて、広告を用いて収益を発生することもできる。コール・センターは、一般に、維
持に費用がかかり、業務の一部をなす他の収入によって資金を賄う必要がある。待ち時間
中の通話者に広告を提示することによって、コール・センターを利益センターに変換する
ことができる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
 [0004]　インタラクティブ音声広告交換局を用いて、広告主と、音声ネットワークにお
いて保留に置かれているユーザーとの間においてインタラクティブ音声広告を仲介するこ
とができる。ユーザーが音声ネットワークに接続する前に、１つ又は複数の広告主が１つ
又は複数のインタラクティブ音声広告をインタラクティブ音声広告交換局に送ることがで
きる。インタラクティブ音声広告は、音声メッセージと、ユーザーがどのようにしてこの
音声メッセージと相互作用することができるか指令するアプリケーションとを含むことが
できる。各インタラクティブ音声広告と共に、広告主は、対応する一致条件および対応す
る指値を送ることができる。一致条件は、広告主がインタラクティブ音声広告が選択され
ることを考えているときを、インタラクティブ音声広告交換局に告げることができる。指
値は、インタラクティブ音声広告をユーザーに提示することに対して広告主がいくら支払
う気があるか、インタラクティブ音声広告交換局に告げることができる。
【０００５】
　[0005]　種々の実施形態において、ユーザーが音声ネットワークに接続しユーザー・デ
バイスから受信システムまたはデバイスに信号応答を送った後、受信システムはユーザー
・デバイスを保留状態に置くことができる。ユーザー・デバイスが保留状態にある間、受
信システムは、保留時間、および信号応答に付随するパラメーターをインタラクティブ音
声広告交換局に送ることによって、インタラクティブ音声広告交換局にインタラクティブ
音声広告を要求することができる。保留時間およびパラメーターを用いて、インタラクテ
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ィブ音声広告交換局は、１つ又は複数の広告主から以前に送られている１つ又は複数のイ
ンタラクティブ音声広告から１つのインタラクティブ音声広告を選択することができる。
インタラクティブ音声広告は、例えば、２つのステップで選択することができる。第１ス
テップでは、保留時間およびパラメーターを１つ又は複数のインタラクティブ音声広告の
各々の一致条件と相関付けることによって、１つ又は複数の関連のあるインタラクティブ
音声広告を発見することができる。第２ステップでは、これら関連のあるインタラクティ
ブ音声広告の各々の指値を用いて競争入札を実施することによって、選択されたインタラ
クティブ音声広告を見出すことができる。
【０００６】
　[0006]　一旦インタラクティブ音声広告がインタラクティブ音声広告交換局によって選
択されたならば、この選択されたインタラクティブ音声広告をインタラクティブ音声広告
交換局から受信システムに送ることができる。次いで、受信システムは、選択されたイン
タラクティブ音声広告のアプリケーションを実行し、選択されたインタラクティブ音声広
告の音声メッセージをユーザー・デバイスに送り、保留時間の少なくとも一部において、
アプリケーションにしたがってユーザー・デバイスからの応答と相互作用することができ
る。
【０００７】
　[0007]　あるいは、一旦インタラクティブ音声広告がインタラクティブ音声広告交換局
によって選択されたならば、インタラクティブ音声広告交換局は、選択されたインタラク
ティブ音声広告のアプリケーションを実行することができる。次いで、インタラクティブ
音声広告交換局は、ユーザー・デバイスへの接続を受け取り選択されたインタラクティブ
音声広告の音声メッセージをユーザー・デバイスに送り、保留時間の少なくとも一部にお
いて、アプリケーションにしたがってユーザー・デバイスからの応答と相互作用すること
ができる。
【０００８】
　[0008]　種々の実施形態において、インタラクティブ音声広告交換局は、広告記憶ユニ
ットと、この広告記憶ユニットに接続されている広告選択ユニットとを含むことができる
。広告記憶ユニットは、１つ又は複数の広告主から１つ又は複数のインタラクティブ音声
広告を受け取り格納することができる。広告選択ユニットは、受信システムからインタラ
クティブ音声広告の要求を受け、広告記憶ユニットから１つのインタラクティブ音声広告
を選択し、選択したインタラクティブ音声広告を受信システムに送ることができる。
【０００９】
　[0009]　この摘要は、以下で詳細の説明において更に説明する概念から選択したものを
簡略化した形態で紹介するために設けられている。この摘要は、特許請求する主題の鍵と
なる要素または必須の特徴を特定することを意図するのでなければ、特許請求する主題の
範囲を限定するために用いることを意図するのでもない。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　[0010]　以下で説明する図面は、例示を目的とするに過ぎないことは当業者にはお分か
りであろう。図面は、本出願人の教示の範囲を限定することは全く意図していない。
【図１】図１は、コール・センターを通じて、音声ネットワークのユーザーにインタラク
ティブ音声広告を提示するシステムの一例を示す模式図である。
【図２】図２は、インタラクティブ音声広告をインタラクティブ音声広告交換局に送る方
法の一例を示すフローチャートである。
【図３】図３は、受信システムを通じて、音声ネットワークのユーザーにインタラクティ
ブ音声広告を提示する方法の一例を示すフローチャートである。
【図４】図４は、インタラクティブ音声広告交換局から音声ネットワークのユーザーにイ
ンタラクティブ音声広告を提示するシステムの一例の模式図である。
【図５】図５は、インタラクティブ音声広告交換局から直接音声ネットワークのユーザー
にインタラクティブ音声広告を提示する方法の一例を示すフローチャートである。
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【００１１】
　[0016]　本発明の１つ又は複数の実施形態について詳しく説明する前に、本発明は、そ
の用途が、以下の詳細な説明に明記し図面に示す構造の詳細、構成要素の配列、およびス
テップの順序に限定されるのではないことは、当業者には認められよう。本発明は、他の
実施形態も可能であり、種々の方法で実用化することまたは実施することができる。また
、本明細書において用いられる表現や用語は、説明を目的とするのであって、限定的に見
なしてはならない。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　[0017]　種々の実施形態において、インタラクティブ音声広告交換局を用いて、広告主
と、音声ネットワークにおいて保留状態に置かれているユーザーとの間に、インタラクテ
ィブ音声広告を仲介することができる。ユーザーが、ユーザー・デバイスを用いて、受信
システムへの呼を開始した後、受信システムは、保留時間と呼ばれる時間期間ユーザーを
保留状態に置くことができる。ユーザー・デバイスは、限定ではなく、電話機、移動体デ
バイス、コンピューター、あるいは音声または電話通信を送信および受信することができ
るのであればいずれのデバイスでも含むことができる。受信システムは、限定ではなく、
移動体デバイス、コンピューター、コール・センター、あるいは音声または電話通信を送
信および受信し、プロセッサ上で命令を実行することができるのであればいずれのデバイ
スでも含むことができる。
【００１３】
　[0018]　保留時間中、受信システムは、インタラクティブ音声広告を用いて、ユーザー
・デバイスと通信することができる。インタラクティブ音声広告は、音声メッセージおよ
びアプリケーションを含むことができる。音声メッセージは、ユーザー・デバイスに送ら
れる。音声メッセージは、ユーザー・デバイスからのインタラクティブ応答の要求を含む
ことができる。インタラクティブ応答は、限定ではなく、音声応答、トーン応答、テキス
ト・メッセージ応答、またはいずれの電話応答も含むことができる。アプリケーションは
、受信システムによって実行することができる。アプリケーションは、音声メッセージを
どのようにそしていつユーザー・デバイスに送るか指令する１組の命令を含むことができ
る。また、これらの命令は、音声メッセージを送った後、ユーザー・デバイスからの応答
をどのように扱うかについて指令することもできる。
【００１４】
　[0019]　受信システムは、インタラクティブ音声広告を広告主から入手し、このインタ
ラクティブ音声広告に対する支払いを広告主から、インタラクティブ音声広告交換局を通
じて受け取ることができる。インタラクティブ音声広告交換局は、１つ又は複数のインタ
ラクティブ音声広告を１つ又は複数の広告主から受け取り格納することができる。各イン
タラクティブ音声広告と共に、広告主は、照合(matching)および対応する指値(bid)に対
する対応条件を送ることができる。
【００１５】
　[0020]　また、広告主は、１つ又は複数のインタラクティブ音声広告を広告キャンペー
ンにグループ化し、１つ又は複数の広告キャンペーンをインタラクティブ音声広告交換局
に提出することができる。広告キャンペーンにおける１つ又は複数のインタラクティブ音
声広告は、照合および／または指値に対して同じ条件を共有することができる。したがっ
て、広告キャンペーンは、照合に対する少なくとも１つの条件、および少なくとも１つの
指値を含むことができる。また、広告キャンペーンは、当該キャンペーンに費やすことが
できる金額に対する制限を含むこともできる。
【００１６】
　[0021]　広告主は、受信システムの所有者であってもなくてもよい。例えば、広告主は
自動車製造業者である可能性もあり、受信システムは、移動電話サービス・プロバイダが
所有するコール・センターである可能性もある。この場合、広告主は受信システムの所有
者ではない。
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【００１７】
　[0022]　受信システムは、インタラクティブ音声広告交換局に、ユーザー・デバイスか
ら受信した信号応答および保留時間と関連のあるパラメーターを送ることによって、イン
タラクティブ音声広告交換局にインタラクティブ音声広告を要求することができる。信号
応答は、限定ではなく、音声メッセージ、トーン、または発呼者識別情報を含むことがで
きる。
【００１８】
　[0023]　インタラクティブ音声広告交換局は、前述のパラメーターおよび保留時間を、
１つ又は複数の格納されているインタラクティブ音声広告の照合の条件と相関付け、一致
するインタラクティブ音声広告のリストを作成することができる。このリストは、格付け
することもできる。インタラクティブ音声広告交換局は、ユーザー関与レベル(user enga
gement level)を測定する値、ならびに各広告主、インタラクティブ音声広告、または広
告キャンペーンに関するその他のイベントを測定する値を計算または推定し、インタラク
ティブ音声広告の今後の格付けにおいてこの情報を用いることができる。
【００１９】
　[0024]　インタラクティブ音声広告交換局は、競争入札を行うことによって、受信シス
テムに送られるインタラクティブ音声広告を選択することができる。インタラクティブ音
声広告交換局は、一致するインタラクティブ音声広告と共に送られる指値を用いて、競争
入札を実施することができる。あるいは、インタラクティブ音声広告交換局は、一致する
インタラクティブ音声広告からのインタラクティブ音声広告に対する一致する広告キャン
ペーンの広告主に指値を要求し、これを受けることができる。選択された指値と関連のあ
るインタラクティブ音声広告を、受信システムに送ることができる。
【００２０】
　[0025]　インタラクティブ音声広告交換局は、受信システムに送られるインタラクティ
ブ音声広告に対する支払いを得ることができる。インタラクティブ音声広告が受信システ
ムに送られそしてユーザー・デバイスに伝達されると、インタラクティブ音声広告交換局
は、選択された指値を送った広告主に支払いを要求し、受け取ることができる。インタラ
クティブ音声広告交換局は、この支払いを受信システムの所有者と分配することができる
。
【００２１】
　[0026]　インタラクティブ音声広告交換局は、ハードウェアおよびソフトウェアのいず
れかの組み合わせによって実行される命令のシーケンスとすることができる。例えば、イ
ンタラクティブ音声広告交換局は、受信システムに接続されている別のコンピューター・
サーバとすることができる。または、インタラクティブ音声広告交換局は、受信システム
によって実行される別のソフトウェア・プログラムとすることもできる。
【００２２】
　[0027]　インタラクティブ音声広告交換局は、多種多様の業務によって用いられて、通
話者の保留時間体験を改善すること、そして追加の収益を発生することまたはサービスを
補助することができる。例えば、音声ネットワークの所有者は、インタラクティブ音声広
告交換局を用いて、ユーザーが固定数のインタラクティブ音声広告を聴く気がある場合、
助成金付き音声制度(voice plan)または無料の音声制度を提供することができる。種々の
実施形態において、ボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（ＶＯＩＰ）または
移動電話業務もインタラクティブ音声広告交換局を用いて収益を発生することまたはサー
ビスを補助することができる。種々の実施形態において、コール・センターはインタラク
ティブ音声広告交換局を用いて収益を発生することができる。
【００２３】
　[0028]　図１は、インタラクティブ音声広告を音声ネットワークのユーザーに、コール
・センター１１０を通じて提示するシステム１００の一例を示す模式図である。システム
１００は、ユーザー・デバイス１３０、コール・センター１１０、インタラクティブ音声
広告交換局１２０、および１つ又は複数の広告主システム１４０を含む。
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【００２４】
　[0029]　ユーザーは、音声ネットワーク１１５を用いて、ユーザー・デバイス１３０か
らコール・センター１１０に発呼することができる。ユーザー・デバイス１３０は、限定
ではなく、電話機、移動体デバイス、コンピューター、あるいは音声または電話通信を送
信及び受信することができるのであればいずれのデバイスでも含むことができる。音声ネ
ットワーク１１５は、限定ではなく、公衆交換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ）、ＶＯＩＰ
ネットワーク、または移動電話ネットワークを含むことができる。
【００２５】
　[0030]　コール・センター１１０は、スイッチング・ユニット１１２、制御ユニット１
１４、および顧客サービス・デバイス１１６を含むことができる。スイッチング・ユニッ
ト１１２は、コール・センター１１０内部において音声接続の経路を決定するために用い
ることができる。スイッチング・ユニット１１２は、例えば、構内交換機（ＰＢＸ）、イ
ンターネット・プロトコル（ＩＰ）ネットワーク用ルータ、または電話通信の経路を決定
できるのであればいずれのユニットとすることもできる。制御ユニット１１４は、コール
・センター１１０のキューを管理するために用いることができる。キューの管理には、ユ
ーザーを保留状態に置くこと、そして彼らを顧客サービス代理人に繋げることを含むこと
ができる。制御ユニット１１４は、例えば、自動呼分配装置（ＡＣＤ：automatic call d
istributor)とすることができる。顧客サービス・デバイス１１６は、顧客サービス代理
人によって、ユーザーと通信するために用いられる。顧客サービス・デバイス１１６は、
例えば、電話機とすることができる。
【００２６】
　[0031]　ユーザーがユーザー・デバイス１３０からコール・センター１１０に、音声ネ
ットワーク１１５を用いて発呼すると、スイッチング・ユニット１１２がこの呼を音声接
続１１７を通じて制御ユニット１１４に導出することができる。呼を導出した後に、ユー
ザーはユーザー・デバイス１３０から制御ユニット１１４に信号応答を送って、例えば、
顧客サービス・デバイス１１６における顧客サービス代理人に要求することができる。種
々の実施形態では、ユーザーの電話番号、発呼者識別情報、ＩＰアドレス、またはユーザ
ーの呼を特定するいずれの情報でも、ユーザー・デバイス１３０から制御ユニット１１４
に送られる信号応答とすることができる。信号応答を受信した後、例えば、顧客サービス
・デバイス１１６が使用中である場合、制御ユニット１１４は、保留時間と呼ばれる時間
期間ユーザー・デバイス１３０を保留状態に置くことができる。
【００２７】
　[0032]　保留時間の間、制御ユニット１１４はインタラクティブ音声広告をユーザー・
デバイス１３０に提示することができる。制御ユニット１１４は、このインタラクティブ
音声広告をインタラクティブ音声広告交換局１２０から入手することができる。ユーザー
・デバイス１３０に適した、そして関連のあるインタラクティブ音声広告を入手するため
に、制御ユニット１１４は保留時間、および信号応答から決定したパラメーターを、イン
タラクティブ音声広告交換局１２０に、データ接続１２１を用いて送ることができる。保
留時間は、インタラクティブ音声広告交換局１２０が、適した長さのインタラクティブ音
声広告を選択するために用いることができる。パラメーターは、インタラクティブ音声広
告交換局１２０が、関連のあるインタラクティブ音声広告を選択するために用いることが
できる。
【００２８】
　[0033]　インタラクティブ音声広告交換局１２０に送ることができるパラメーターは、
限定ではなく、キーワード、信号応答自体、コール・センター１１０が提供するサービス
の識別子、またはユーザーの個人的属性を含むことができる。制御ユニット１１４は、例
えば、音声認識システムを用いて、信号応答をテキストに変換することによって、キーワ
ードを得ることができる。制御ユニット１１４は、信号応答自体を送り、インタラクティ
ブ音声広告交換局１２０が比較のためのパラメーターを選択することができるようにする
ことができる。制御ユニット１１４は、コール・センター１１０が提供するサービスの識
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別子を送ることができる。例えば、コール・センター１１０がワイヤレス・ルータについ
ての技術サポートを提供する場合、制御ユニット１１４は「ワイヤレス・ルータ」をパラ
メーターとして送ることができる。
【００２９】
　[0034]　制御ユニット１１４は、格納されているユーザー・プロファイルを読み出すこ
とによって、直接ユーザーの個人的属性を入手することができる。ユーザー・プロファイ
ルには、例えば、ユーザーの電話番号または音声を、格納されているユーザー・プロファ
イルと相関付けることによってアクセスする。また、制御ユニット１１４は、ユーザーの
プロファイルまたは信号応答における項目から属性を推論することによって、個人的属性
を得ることもできる。例えば、ユーザーのプロファイルが、ユーザーが１日のある時刻に
発呼することを指定しており、その時刻に発呼するのは殆どが年輩の男性であることが既
に判定されている場合、制御ユニット１１４は、発呼者が年輩の男性であると推論するこ
とができる。制御ユニット１１４は、信号応答をテキストに変換することなく、信号応答
から属性を推論することによって、個人的属性を入手することができる。例えば、話者の
性別は、発話される単語よりも、発話パターンの特性を用いて、信号応答から推論するこ
とができる。制御ユニットは、信号応答から属性を推論するために用いることができる音
声分析または認識エンジンを含んでも含まなくてもよい。
【００３０】
　[0035]　制御ユニット１１４が保留時間、および信号応答から決定したパラメーターを
インタラクティブ音声広告交換局１２０に送った後、制御ユニット１１４は、データ接続
１２１を用いて、インタラクティブ音声広告交換局１２０からインタラクティブ音声広告
を受け取ることができる。インタラクティブ音声広告は、音声メッセージと、ユーザーが
どのように音声メッセージと相互作用するのか指令するアプリケーションとを含むことが
できる。音声メッセージは、ユーザー・デバイス１３０に対する音声応答、電話応答、ま
たはテキスト・メッセージの要求を含むことができる。制御ユニット１１４は、音声メッ
セージをユーザー・デバイス１３０に送り、保留時間の一部の間にアプリケーションを実
行することができる。
【００３１】
　[0036]　アプリケーションは、音声メッセージをどのようにそしていつユーザー・デバ
イス１３０に送るかを指令する１組の命令を含むことができる。また、これらの命令は、
音声メッセージを送った後に、ユーザー・デバイス１３０からの応答を制御ユニット１１
４によってどのように扱うかも指令することができる。アプリケーションは、限定ではな
く、音声拡張可能マークアップ言語（ＶＸＭＬ）ファイル、音声アプリケーション言語タ
グ（ＳＡＬＴ）ファイル、またはインタラクティブ音声応答（ＩＶＲ）システムが理解で
きるのであればいずれの言語でも含むことができる。あるいは、制御ユニット１１４は、
あるフォーマットでアプリケーションを受け取り、現在コール・センター１１０が用いて
いる別のフォーマットにそれを変換することもできる。
【００３２】
　[0037]　保留時間の後、制御ユニット１１４は、データ接続１１９を用いて、スイッチ
１１２に、音声接続１１３を用いてユーザー・デバイス１３０を顧客サービス・デバイス
１１６に接続するように命令することができる。種々の実施形態では、制御ユニット１１
４は、制御ユニット１１４と顧客サービス・デバイス１１６との間にある直接音声接続（
図示せず）を用いて、ユーザー・デバイス１３０を顧客サービス・デバイス１１６に接続
することができる。
【００３３】
　[0038]　インタラクティブ音声広告が制御ユニット１１４によって要求される前に、イ
ンタラクティブ音声広告交換局１２０は１つ又は複数のインタラクティブ音声広告を１つ
又は複数の広告主システム１４０から受け取る。広告主システムは、例えば、データおよ
び音声ネットワークと通信することができるコンピューター・システムとすることができ
る。制御ユニット１１４がインタラクティブ音声広告を要求すると、インタラクティブ音
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声広告交換局１２０は、制御ユニット１１４から受け取ったパラメーターおよび保留時間
を、１つ又は複数の格納されているインタラクティブ音声広告と比較し、一致するインタ
ラクティブ音声広告のリストを作成することができる。
【００３４】
　[0039]　インタラクティブ音声広告交換局１２０は、一致するインタラクティブ音声広
告と競争入札を実施することによって、制御ユニット１１４に送られるインタラクティブ
音声広告を選択することができる。インタラクティブ音声広告交換局１２０は、ユーザー
１３０が保留状態に置かれる前に、一致するインタラクティブ音声広告と共に送られた指
値を用いて競争入札を実施することができる。あるいは、インタラクティブ音声広告交換
局１２０は、ユーザー・デバイス１３０が保留状態に置かれた後に、一致するインタラク
ティブ音声広告の広告主に指値を要求して受け取ることもできる。選択された指値と関連
のあるインタラクティブ音声広告を制御ユニット１１４に送ることができる。
【００３５】
　[0040]　図１から少し外れるが、図２は、広告主システムの観点からの方法を示す。図
２は、インタラクティブ音声広告をインタラクティブ音声広告交換局に送る方法２００の
一例を示すフローチャートである。
【００３６】
　[0041]　方法２００のステップ２１０において、音声メッセージ、およびユーザーがど
のようにしてこの音声メッセージと相互作用することができるかについて指令するアプリ
ケーションが選択される。音声メッセージおよびアプリケーションは、インタラクティブ
音声広告のコンポーネントである。アプリケーションは、限定ではないが、ＶＸＭＬファ
イルまたはＳＡＬＴファイルを含むことができる。
【００３７】
　[0042]　ステップ２２０において、音声メッセージおよびアプリケーションがインタラ
クティブ音声広告交換局に送られる。
【００３８】
　[0043]　ステップ２３０において、ユーザーが保留状態にある間に、音声メッセージお
よびアプリケーションをユーザーにおくるための入札要求が、インタラクティブ音声広告
交換局から受け取られる。
【００３９】
　[0044]　ステップ２４０において、要求に応答して、指値がインタラクティブ音声広告
交換局に送られる。この指値は、インタラクティブ音声広告交換局が用いる貨幣化モデル
に基づくことができる。インタラクティブ音声広告の貨幣化は、印象に基づくこと、相互
作用に基づくこと、または取得に基づくことができる。貨幣化が印象に基づくのは、イン
タラクティブ音声広告がユーザーに送られるときに広告主が支払いを行う気がある場合で
ある。貨幣化が相互作用に基づくのは、ユーザーがインタラクティブ音声広告に如何様な
方法であれ応答したときに広告主が支払いを行う気がある場合である。貨幣化が取得に基
づくのは、ユーザーがインタラクティブ音声広告に応答して何かに対して支払いを行った
ときに広告主が支払いを行う気がある場合である。
【００４０】
　[0045]　１回の入札には、２つ以上の貨幣化モデルからの額を含むことができる。例え
ば、入札は、ユーザーに音声メッセージを送った場合に支払われるべき金額、ユーザーが
音声メッセージに応答したときに支払われるべき金額、およびユーザーが音声メッセージ
に応答して何かに支払いを行ったときに支払われるべき金額を含むことができる。
【００４１】
　[0046]　種々の実施形態において、方法２００は、インタラクティブ音声広告交換局か
ら、入札が受け入れられた通知を受けることを含むことができる。
【００４２】
　[0047]　種々の実施形態において、方法２００は、一致の条件を選択することを含むこ
とができる。一致の条件は、キーワードを含むことができる。
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【００４３】
　[0048]　種々の実施形態において、方法２００は、インタラクティブ音声広告交換局か
ら、２つの貨幣化モデルからの額を含む指値を受けることを含むことができる。例えば、
指値は、音声メッセージがユーザーに送られるときの額、およびユーザーが音声メッセー
ジに応答したときの額を含むことができる。
【００４４】
　[0049]　図１に戻って、インタラクティブ音声広告交換局１２０は、広告記憶ユニット
１２２、広告選択ユニット１２４、音声分析および認識ユニット１２６、ならびに転送ユ
ニット１２８を含むことができる。広告記憶ユニット１２２、広告選択ユニット１２４、
音声分析および認識ユニット１２６、ならびに転送ユニット１２８は、各々、ハードウェ
アおよびソフトウェアの何らかの組み合わせによって実行される命令のシーケンスとする
ことができる。例えば、広告記憶ユニット１２２、広告選択ユニット１２４、音声分析お
よび認識ユニット１２６、ならびに転送ユニット１２８の各々は、別個のコンピューター
・サーバとすることができる。広告記憶ユニット１２２、広告選択ユニット１２４、音声
分析および認識ユニット１２６、ならびに転送ユニット１２８の各々は、１つのコンピュ
ーター・システムによって実行される別個のソフトウェア・プログラムとすることができ
る。あるいは、広告記憶ユニット１２２、広告選択ユニット１２４、音声分析および認識
ユニット１２６、ならびに転送ユニット１２８の各々は、１つのソフトウェア・プログラ
ムのコンポーネントとすることもできる。
【００４５】
　[0050]　広告記憶ユニット１２２は、１つ又は複数のインタラクティブ音声広告を１つ
又は複数の広告主システム１４０から受け取ることができる。広告主は、１つ又は複数の
広告主システムを用いて、例えば、１つ又は複数のインタラクティブ音声広告を送ること
ができる。広告主システムは、例えば、データおよび音声ネットワークと通信することが
できるコンピューター・システムとすることができる。
【００４６】
　[0051]　各インタラクティブ音声広告と共に、広告主は、対応する一致条件および対応
する指値を送ることができる。一致条件は、例えば、キーワードとすることができる。例
えば、制御ユニット１１４が送ったパラメーターとキーワードが一致した場合、このキー
ワードに対応するインタラクティブ音声広告を選択することができる。また、一致条件は
、インタラクティブ音声広告自体の音声メッセージとすることもできる。一致条件が音声
メッセージ自体である場合、広告選択ユニット１２４は、例えば、音声分析および認識ユ
ニット１２６を用いて、音声メッセージの発話をテキストに変換し、このテキストから１
つ又は複数のキーワードを照合のために選択することができる。
【００４７】
　[0052]　例えば、広告主システム１４２は、データ接続１４１を用いて、インタラクテ
ィブ音声広告を広告記憶ユニット１２２に送ることができる。広告主システム１４２によ
って送られたインタラクティブ音声広告と一致する条件が音声メッセージ自体である場合
、広告記憶ユニット１２２は、データ接続１２３を用いて、音声メッセージを広告選択ユ
ニット１２４に送ることができる。広告選択ユニット１２４は、例えば、データ接続１２
５を用いて、音声メッセージを音声分析および認識ユニット１２６に送ることができる。
音声分析および認識ユニット１２６は、音声メッセージの発話をテキストに変換し、この
テキストから１つ又は複数のキーワードを照合のために選択することができる。１つ又は
複数のキーワードは、同じ経路を用いて、広告格納ユニット１２２に戻し、対応するイン
タラクティブ音声広告と共に格納することができる。
【００４８】
　[0053]　制御ユニット１１４は、データ接続１２１を用いて、保持時間およびパラメー
ターを広告選択ユニット１２４に送ることによって、インタラクティブ音声広告を要求す
ることができる。広告選択ユニット１２４は、保留時間およびパラメーターを受け取る。
パラメーターは、ユーザー・デバイス１３０から制御ユニット１１４に送られた信号応答
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を含むことができる。
【００４９】
　[0054]　パラメーターが信号応答を含む場合、広告選択ユニット１２４は、データ接続
１２５を用いて、この信号応答を音声分析および認識ユニット１２６に送ることができる
。音声分析および認識ユニット１２６は、例えば、Microsoft音声サーバ（ＭＳＳ）また
はNuance Recognizer（ニュアンス認識器）とすることができる。音声分析および認識ユ
ニット１２６は、信号応答をテキストに変換し、このテキストからの１つ又は複数の単語
をパラメーターとして用いることができる。種々の実施形態では、音声分析および認識ユ
ニット１２６は、信号応答を個人的パラメーターと置換することができる。この個人的パ
ラメーターは、信号応答をテキストに変換することなく、信号応答から決定される。音声
分析および認識ユニット１２６は、例えば、発話された単語ではなく、発話パターンの特
性を用いて、信号応答から個人的パラメーターを推論することができる。
【００５０】
　[0055]　パラメーターを受信または処理した後、広告選択ユニット１２４は、このパラ
メーターおよび保留時間を用いて、広告記憶ユニット１２２から１つ又は複数のインタラ
クティブ音声広告を選択する。保留時間は、広告選択ユニット１２４が適した長さのイン
タラクティブ音声広告を選択するために用いることができる。パラメーターは、広告選択
ユニット１２４がインタラクティブ音声広告の一致条件と比較するために用いることがで
きる。一致条件は、広告主によって送られたキーワード、またはインタラクティブ音声広
告の音声メッセージを処理することによって見出されたキーワードとすることができる。
【００５１】
　[0056]　１つ又は複数の一致するインタラクティブ音声広告を広告記憶ユニット１２２
から選択した後、広告選択ユニット１２４は入札を実施することができる。広告選択ユニ
ット１２４は、ユーザー・デバイス１３０が保留状態に置かれる前に、広告主システム１
４０から受け取った指値を用いて競争入札を実施することができる。あるいは、広告選択
ユニット１２４は、ユーザー・デバイス１３０が保留状態に置かれている間に、一致する
インタラクティブ音声広告を送った１つ又は複数の広告主システムと競争入札を実施する
ことができる。例えば、広告主システム１４２が一致するインタラクティブ音声広告を送
る場合、広告主システム１４２は、データ接続１２９を用いて、広告選択ユニット１２４
によって実施される競争入札に参加することができる。
【００５２】
　[0057]　広告選択ユニット１２４は、競争入札からインタラクティブ音声広告を選択す
ることができる。選択されたインタラクティブ音声広告は、最高入札額のインタラクティ
ブ音声広告を含むことができる。種々の実施形態では、選択されたインタラクティブ音声
広告は、最高の入札額および関連性尺度を組み合わせて有するインタラクティブ音声広告
を含むことができる。その選択を、最高の入札額および関連性尺度の組み合わせに基づく
１つの入札は、一般化第２価格（ＧＳＰ：generalized second price）入札である。関連
性尺度は、ユーザーが過去にインタラクティブ音声広告と相互作用した比率を含むことが
できる。また、関連性尺度は、制御ユニット１１４から受け取ったパラメーターおよびイ
ンタラクティブ音声広告の一致条件が一致する度合いを含むこともできる。
【００５３】
　[0058]　選択されたインタラクティブ音声広告は、音声メッセージと、ユーザー・デバ
イス１３０がどのようにして音声メッセージと相互作用することができるのか指令するア
プリケーションとで構成することができる。音声メッセージおよびアプリケーションは、
データ接続１２１を用いて、広告選択ユニット１２４から制御ユニット１１４に送ること
ができる。
【００５４】
　[0059]　制御ユニット１１４は、選択されたインタラクティブ音声広告の音声メッセー
ジをユーザー・デバイス１３０に送ることができる。制御ユニット１１４は、選択された
インタラクティブ音声広告のアプリケーションを実行することができる。アプリケーショ
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ンは、選択されたインタラクティブ音声広告を送った広告主への逆アクセスを含むことが
できる。
【００５５】
　[0060]　例えば、ユーザー・デバイス１３０に送られた音声メッセージは、「販売員に
話しかけるには「１」を押すか「１」と言って下さい」と言うことができる。次いで、制
御ユニット１１４によって実行されるアプリケーションは、選択されたインタラクティブ
音声広告を送った広告主のコール・センター（図示せず）にアクセスすることができる。
または、例えば、ユーザー・デバイス１３０に送られた音声メッセージは、「製品につい
てもっと多くの情報を聴く場合「１」を押すか「１」と言って下さい」と言うこともでき
る。次いで、制御ユニット１１４によって実行されるアプリケーションは、選択されたイ
ンタラクティブ音声広告を送った広告主のウェブ・サーバ（図示せず）上のリンクにアク
セスすることができる。次いで、このリンクが、製品についての信号応答を、逆に制御ユ
ニット１１４およびユーザー・デバイス１３０にストリーミングすることができる。
【００５６】
　[0061]　インタラクティブ音声広告交換局１２０は、広告主の詐欺を防止するために用
いることができる。広告主の詐欺が発生するのは、広告主が、本来広告が意図していた目
的以外の目的でその広告を用いるときである。例えば、広告主は、コール・センター１１
０やインタラクティブ音声広告交換局１２０に通知せずに、インタラクティブ音声広告を
用いて直接ユーザー・デバイス１３０と接続し、ユーザー・デバイス１３０との通信チャ
ネルを事実上乗っ取ることができる。したがって、制御ユニット１１４によって実行され
るアプリケーションにおける、広告主への逆アクセスはいずれも、広告主詐欺に繋がる可
能性がある。また、広告主詐欺防止の目標の１つは、ユーザー体験がコール・センター１
１０から乗っ取られないように指定時刻以前に制御が制御ユニット１１４に戻されること
を確保することである。
【００５７】
　[0062]　広告主詐欺を防止するために、広告選択ユニット１２４は、アプリケーション
が制御ユニット１１４によって実行される前に、そのアプリケーションを前処理すること
ができる。アプリケーションは、限定ではないが、ＶＸＭＬファイルまたはＳＡＬＴファ
イルを含むことができる。広告選択ユニット１２４によって行われる前処理は、広告主へ
の逆アクセスを除去または制限することができる。種々の実施形態において、広告システ
ム１４０の１つを用いてアプリケーションが広告主によって送られた後に、広告記憶ユニ
ット１２２を用いて、アプリケーションを前処理することができる。
【００５８】
　[0063]　種々の実施形態において、広告選択ユニット１２４または広告記憶ユニットは
、広告主に直接行われたアクセスを、転送ユニット１２８を経由したプロキシ・アクセス
(proxy access)と置換することができる。プロキシ・アクセスは、転送ユニット１２８が
広告主と確立してある、信頼のおける(trusted)通信リンクとすることができる。広告主
選択ユニット１２４は、データ接続１２７を用いて、プロキシ・アクセスを転送ユニット
１２８から入手することができる。種々の実施形態では、転送ユニット１２８は、コール
・センター１１０の一部であるか、またはコール・センター１１０およびインタラクティ
ブ音声広告交換局１２０の双方とは独立している。
【００５９】
　[0064]　一旦広告選択ユニット１２４が、アプリケーションにおいて広告主に直接行わ
れたアクセスを、転送ユニット１２８を経由して行われたプロキシ・アクセスと置換した
なら、アプリケーションを制御ユニット１１４に送ることができる。制御ユニット１１４
はこのアプリケーションを実行することができる。アプリケーションが広告主からの情報
を要求すると、制御ユニット１１４をプロキシ・アクセスによって転送ユニット１２８に
導くことができる。制御ユニット１１４は、例えば、データ接続１４３を用いて、データ
を転送ユニット１２８と交換することができる。制御ユニット１１４は、例えば、音声接
続１４５を用いて、信号応答を転送ユニット１２８と交換することができる。データ接続
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１４３または音声接続１４５を用いて、転送ユニット１２８は、アプリケーションにおい
て制御ユニット１１４から、本来広告主に意図したアクセスまたは通信を受け入れること
ができる。一方、転送ユニット１２８は、広告主のシステムに至る、信頼のおけるデータ
接続（図示せず）または音声接続（図示せず）を用いて、アクセスによって要求された情
報を収集する。
【００６０】
　[0065]　図３は、受信システムを通じて、インタラクティブ音声広告を音声ネットワー
クのユーザーに提示する方法３００の一例を示すフローチャートである。
【００６１】
　[0066]　方法３００のステップ３１０において、ユーザーが信号応答をユーザー・デバ
イスから受信システムに送り、ユーザー・デバイスが受信システムによって保留状態に置
かれた後、保留時間と、信号応答に付随するパラメーターとが、受信システムから受け取
られる。パラメーターは、限定ではないが、キーワード、信号応答自体、コール・センタ
ーによって提供されるサービスの識別子、またはユーザーの個人的属性を含むことができ
る。
【００６２】
　[0067]　受信システムは、例えば、音声ネットワークまたはＶＯＩＰネットワーク用の
ネットワーク交換局を含むことができる。これは、ユーザーが固定数のインタラクティブ
音声広告を聴く気がある場合に、助成金付き音声制度(voice plan)または無料の音声制度
を提供することができる。種々の実施形態において、受信システムは、インタラクティブ
音声広告を用いて収益を発生するコール・センターを含むことができる。受信システムは
、コール・センターの制御ユニットとすることができる。
【００６３】
　[0068]　ステップ３２０において、音声メッセージ、およびユーザーがどのようにして
音声メッセージと相互作用することができるか指令するアプリケーションを、保留時間お
よびパラメーターに基づいて選択する。アプリケーションは、限定ではないが、ＶＸＭＬ
ファイルまたはＳＡＬＴファイルを含むことができる。
【００６４】
　[0069]　音声メッセージおよびアプリケーションは、広告主が広告キャンペーンを送り
、関連のある広告キャンペーンが選択され、競争入札が実施された後に選択することがで
きる。例えば、ユーザー・デバイスが保留状態に置かれる前に、１つ又は複数の広告キャ
ンペーンを１つ又は複数の広告主から受けることができる。これら１つ又は複数の広告キ
ャンペーンを格納することができる。格納された１つ又は複数の広告キャンペーンの各々
は、格納された音声メッセージ、格納されたアプリケーション、格納された一致条件、お
よび格納された指値を含むことができる。ユーザー・デバイスが保留状態に置かれた後、
保留時間およびパラメーターを、格納されている１つ又は複数の広告キャンペーンの各々
の格納されている各一致条件と相関付けることによって、１つ又は複数の関連のある広告
キャンペーンを、格納されている１つ又は複数の広告キャンペーンから選択することがで
きる。次いで、格納されている１つ又は複数の関連のある広告キャンペーンの各々の格納
されている各指値を用いて、競争入札を実施することができる。格納されている音声メッ
セージの内競争入札から選択された指値に対応するものを、音声メッセージとして選択す
ることができる。格納されているアプリケーションの内、選択された指値に対応するもの
を、アプリケーションとして選択することができる。
【００６５】
　[0070]　選択された指値は、限定ではないが、ユーザー・デバイスに音声メッセージが
送られた場合に選択された指値の広告主によって支払われる金額、ユーザー・デバイスが
音声メッセージに応答した場合に、選択された指値の広告主によって支払われる金額、ま
たはユーザー・デバイスのユーザーが音声メッセージに応答して製品またはサービスに対
して支払いを行ったときに、選択された指値の広告主によって支払われる金額を含むこと
ができる。種々の実施形態において、選択された指値は、これら３つの額のあらゆる組み
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合わせを含むことができる。
【００６６】
　[0071]　ステップ３３０において、音声メッセージおよびアプリケーションが受信シス
テムに送られ、受信システムは音声メッセージをユーザー・デバイスに送り、保留時間の
少なくとも一部においてアプリケーションを実行する。インタラクティブ音声広告は、音
声メッセージおよびアプリケーションを含む。
【００６７】
　[0072]　種々の実施形態において、方法３００は、選択された指値の広告主に、選択さ
れた指値を反映する(mirror)請求書を送ることを含むことができる。例えば、広告主には
、音声メッセージをユーザー・デバイスに送ったときに、ユーザー・デバイスに音声メッ
セージが送られた場合に支払われる金額に見合った第１の請求書を送ることができる。ユ
ーザー・デバイスが音声メッセージに応答したとき、ユーザー・デバイスが音声メッセー
ジに応答した場合に支払われる金額に見合った第２の請求書を、広告主に送ることができ
る。最後に、ユーザーが音声メッセージに応答して製品またはサービスに対して支払いを
行ったときに、ユーザー・デバイスのユーザーが音声メッセージに応答して製品またはサ
ービスに対して支払いを行った場合に支払われる金額に見合った第３の請求書を、広告主
に送ることができる。
【００６８】
　[0073]　方法３００の種々の実施形態では、パラメーターおよび保留時間を、受信シス
テムから受け取った以前のパラメーターおよび保留時間と比較し、発行者詐欺が起こって
いるか否か判断することができる。発行者詐欺が発生する可能性があるのは、受信システ
ム（即ち、発行者）が不正に保留時間を増大させたり、広告主にとってコストが高いイン
タラクティブ音声広告を要求するときである。インタラクティブ音声広告のコストは、１
０００回の印象による有効価格（ｅＣＰＭ）のような尺度を用いると、定量化することが
できる。発行者詐欺を犯している発行者は、例えば、高いｅＣＰＭのインタラクティブ音
声広告を頻繁に要求する可能性がある。
【００６９】
　[0074]　方法３００の種々の実施形態において、アプリケーションにおいて広告主に直
接なされたアクセスをプロキシ・アクセスと置換することによって、アプリケーションを
前処理することができる。広告主詐欺が発生する可能性があるのは、広告主がユーザー・
デバイスと受信システムとの間にある通信チャネルを乗っ取った場合である。広告主詐欺
を低減または防止するために、広告主への逆アクセスをアプリケーションにおいて除去ま
たは置換することができる。例えば、広告主への逆アクセスは、広告主に戻る信頼のおけ
るプロキシ・システムを経由してユーザーを誘導するプロキシ・アクセスと置換すること
ができる。
【００７０】
　[0075]　図４は、インタラクティブ音声広告交換局１２０からインタラクティブ音声広
告を音声ネットワーク１１５のユーザーに提示するシステム４００の一例の模式図である
。システム４００は、ユーザー・デバイス１３０、コール・センター１１０、およびイン
タラクティブ音声広告交換局１２０を含む。
【００７１】
　[0076]　ユーザーは、ユーザー・デバイス１３０からコール・センター１１０に、音声
ネットワーク１１５を用いて発呼することができる。コール・センター１１０は、スイッ
チング・ユニット１１２、制御ユニット１１４、および顧客サービス・デバイス１１６を
含むことができる。スイッチング・ユニット１１２は、コール・センター１１０内部にお
いて音声接続の経路を決定するために用いることができる。スイッチング・ユニット１１
２は、例えば、構内交換機（ＰＢＸ）とすることができる。制御ユニット１１４は、コー
ル・センター１１０のキューを管理するために用いることができる。
【００７２】
　[0077]　ユーザーがユーザー・デバイス１３０からコール・センター１１０に、音声ネ
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ットワーク１１５を用いて発呼すると、スイッチング・ユニット１１２がこの呼を音声接
続１１７を通じて制御ユニット１１４に導出することができる。呼を導出した後に、ユー
ザーはユーザー・デバイス１３０から制御ユニット１１４に信号応答を送って、例えば、
顧客サービス・デバイス１１６における顧客サービス代理人に要求することができる。信
号応答を受信した後、例えば、顧客サービス・デバイス１１６が使用中である場合、制御
ユニット１１４は、保留時間と呼ばれる時間期間ユーザー・デバイス１３０を保留状態に
置くことができる。
【００７３】
　[0078]　インタラクティブ音声広告交換局１２０は、広告記憶ユニット１２２、広告選
択ユニット１２４、および転送ユニット１２８を含むことができる。制御ユニット１１４
は、データ接続１２１を用いて保留時間およびパラメーターを広告選択ユニット１２４に
送ることによって、インタラクティブ音声広告をユーザー・デバイス１３０に送ることを
要求することができる。広告選択ユニット１２４は、保留時間およびパラメーターを受け
取る。パラメーターは、ユーザー・デバイス１３０から制御ユニット１１４に送られた信
号応答を含むことができる。
【００７４】
　[0079]　パラメーターを受信または処理した後、広告選択ユニット１２４はパラメータ
ーおよび保留時間を用いて、１つ又は複数のインタラクティブ音声広告を広告記憶ユニッ
ト１２２から、データ接続１２３を用いて、選択する。広告記憶ユニット１２２によって
記憶されているインタラクティブ音声広告は、例えば、１つ又は複数の広告主から受け取
ったものである。保留時間は、広告選択ユニット１２４が適した長さのインタラクティブ
音声広告を選択するために用いることができる。パラメーターは、広告選択ユニット１２
４が、インタラクティブ音声広告の一致条件と比較するために用いることができる。
【００７５】
　[0080]　広告選択ユニット１２４は、保留時間およびパラメーターが一致する１つ又は
複数のインタラクティブ音声広告のリストを作成することができる。広告選択ユニット１
２４は、各インタラクティブ音声広告のパラメーターに対する関連性に基づいて、または
ユーザーから応答を受ける際における各インタラクティブ音声広告の以前の履歴成功率に
基づいて、リストを格付けすることができる。種々の実施形態において、広告選択ユニッ
ト１２４は、格付けされたインタラクティブ音声広告の一部について、広告主と競争入札
を実施し、広告主から受けた指値に基づいて格付けを配列し直すことができる。広告選択
ユニット１２４は、格付けが最高のインタラクティブ音声広告を、ユーザーに提示するた
めに選択することができる。選択されたインタラクティブ音声広告は、音声メッセージと
、ユーザー・デバイス１３０がこの音声メッセージとどのように相互作用することができ
るか指令するアプリケーションとを含むことができる。
【００７６】
　[0081]　制御ユニット１１４が、インタラクティブ音声広告をユーザー・デバイス１３
０に送ることを要求した後、制御ユニット１１４は、データ接続１１９を用いて、ユーザ
ー・デバイス１３０を広告選択ユニット１２４にスイッチング・ユニット１１２を介して
接続することができる。次いで、ユーザー・デバイス１３０および広告選択ユニット１２
４は、例えば、音声接続４４５を用いて通信することができる。広告選択ユニット１２４
は、音声接続４４５を用いて音声メッセージをユーザー・デバイス１３０に送り、保留時
間の少なくとも一部においてアプリケーションを実行することができる。
【００７７】
　[0082]　また、音声接続４４５は、広告選択ユニット１２４がユーザー・デバイス１３
０から応答を受けることも可能にすることができる。この応答は、限定ではないが、音声
応答またはトーン応答とすることができる。また、ユーザー・デバイス１３０は、データ
接続（図示せず）に沿って、広告選択ユニット１２４にテキスト・メッセージで応答する
こともできる。
【００７８】
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　[0083]　広告選択ユニット１２４によって実行されるアプリケーションにおける広告主
への逆アクセスは、広告主詐欺に至る可能性がある。広告主詐欺を防止するために、広告
選択ユニット１２４は、アプリケーションを実行する前に、このアプリケーションを前処
理することができる。広告選択ユニット１２４によって行われる前処理は、広告主への逆
アクセスを除去または制限することができる。種々の実施形態において、広告選択ユニッ
ト１２４は、直接広告主に行われた逆アクセスを、転送ユニット１２８を経由して行われ
るプロキシ・アクセスと置換することができる。プロキシ・アクセスは、転送ユニット１
２８が広告主と確立してある、信頼のおける通信リンクとすることができる。広告主選択
ユニット１２４は、データ接続１２７を用いて、プロキシ・アクセスを転送ユニット１２
８から入手することができる。
【００７９】
　[0084]　アプリケーションが広告主からの情報を要求すると、広告選択ユニット１２４
をプロキシ・アクセスによって転送ユニット１２８に導くことができる。広告選択ユニッ
ト１２４は、例えば、データ接続１２７を用いて、データを転送ユニット１２８と交換す
ることができる。広告選択ユニット１２４は、例えば、音声接続４４７を用いて、信号応
答を転送ユニット１２８と交換することができる。データ接続１２７または音声接続４４
７を用いて、転送ユニット１２８は、アプリケーションにおいて広告選択ユニット１２４
から本来広告主に意図したアクセスまたは通信を受け入れることができる。
【００８０】
　[0085]　図５は、インタラクティブ音声広告を音声ネットワークのユーザーにインタラ
クティブ音声広告交換局から直接提示する方法５００の一例を示すフローチャートである
。
【００８１】
　[0086]　方法５００のステップ５１０において、ユーザーが信号応答をユーザー・デバ
イスから受信システムに送り、ユーザー・デバイスが受信システムにおいて保留状態に置
かれた後、保留時間、および信号応答に付随するパラメーターを受信システムから受け取
る。パラメーターは、限定ではないが、キーワード、信号応答自体、コール・センターに
よって提供されるサービスの識別子、またはユーザーの個人的属性を含むことができる。
【００８２】
　[0087]　受信システムは、例えば、音声ネットワークまたはＶＯＩＰネットワーク用の
ネットワーク交換局を含むことができる。これは、ユーザーが固定数のインタラクティブ
音声広告を聴く気がある場合に、助成金付き音声制度(voice plan)または無料の音声制度
を提供するために用いられる。種々の実施形態において、受信システムは、インタラクテ
ィブ音声広告を用いて収益を発生するコール・センターを含むことができる。受信システ
ムは、コール・センターの制御ユニットとすることができる（例えば、図１の制御ユニッ
ト１１４）。
【００８３】
　[0088]　ステップ５２０において、音声メッセージ、およびユーザーがどのようにして
音声メッセージと相互作用することができるか指令するアプリケーションを、保留時間お
よびパラメーターに基づいて選択する。アプリケーションは、限定ではないが、ＶＸＭＬ
ファイルまたはＳＡＬＴファイルを含むことができる。
【００８４】
　[0089]　ステップ５３０において、ユーザー・デバイスの接続が受信システムから受け
取られる。
【００８５】
　[0090]　ステップ５４０において、前述の接続を用いて、音声メッセージをユーザー・
デバイスに送り、保留時間の少なくとも一部において、アプリケーションを実行する。イ
ンタラクティブ音声広告は、音声メッセージおよびアプリケーションを含む。
【００８６】
　[0091]　方法５００の種々の実施形態では、ユーザー・デバイスから応答を受け取り、
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またはトーン応答とすることができる。また、ユーザー・デバイスはテキスト・メッセー
ジで応答することもできる。
【００８７】
　[0092]　方法５００の種々の実施形態では、アプリケーションにおいて広告主に直接な
された逆アクセスをプロキシ・アクセスと置換することによって、アプリケーションを前
処理することができる。
【００８８】
　[0093]　以上、構造的特徴および／または方法論的行為に特定的な文言で、主題につい
て説明したが、添付した特許請求の範囲において定義されている主題は、必ずしも前述の
具体的な機構や行為には限定されないことは言うまでもない。むしろ、前述した具体的な
機構や行為は、特許請求の範囲を実施する形態例として開示したまでである。
【００８９】
　[0094]　更に、種々の実施形態を説明する際に、本明細書では方法および／またはプロ
セスを特定のシーケンスのステップとして提示した。しかしながら、これらの方法または
プロセスが、本明細書において明記したステップの特定的な順序を拠り所としない限りに
おいて、当該方法またはプロセスを、記載したステップの特定的なシーケンスに限定すべ
きではない。当業者であれば認めようが、他のステップもシーケンスも可能な場合もある
。したがって、本明細書において明記したステップの特定的な順序は、特許請求の範囲に
対する限定と解釈してはならない。加えて、本方法および／またはプロセスを対象とする
請求項を、記載された順序でのそのステップの実行に限定してはならず、そのシーケンス
は様々に変化する可能性があり、それでもなお種々の実施形態の主旨および範囲に該当す
ることは、当業者には容易に認めることができよう。

【図１】 【図２】
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